
接着接合下地アルマイト
★一般アルマイトよりも高い密着強度を得られる下地用アルマイト
■接着強度の向上 → アルミ部品同士、または異種材質の接着下地で高寿命化、接着剤不要
■塗膜密着性の向上・長期安定 → 塗装やコーティングの下地、バインダー・プライマーが不要
■耐熱クラックレスアルマイト表面に処理可能→高放熱プリント配線基板に利用できる

接着接合下地アルマイトとは

接着接合高絶縁アルマイト

▼ 接着接合下地アルマイトと
        一般のアルマイトの違い

下地の種類 接着接合下地
アルマイト

一般の
アルマイト

膜厚 1μm程度 5～15μm

表面粗さ 素材に近い 素材より粗い

下地性能の
経時変化 殆ど無い 数日で劣化

接着強度
(ピール試験)

1.18 kgf/cm～
（凝集破壊）

0.54 kgf/cm
（界面破壊）

樹脂との接着 熱圧着が可能 接着剤が必要

接着接合高絶縁アルマイト（複層アルマイト）

商品名：TAF AD

手法 利点 欠点

ねじ
ボルト

作業が容易
取り外しが容易
異種材質の接合

平坦性が悪い
穴あけ加工が必要
薄板には不向き

リベット
カシメ

作業が容易
異種材質の接合

平坦性が悪い
穴あけ加工が必要

溶接 接合強さが大 高温が必要
歪みの発生が大

はんだ付け 作業が容易
導電性

高温が必要
フラックスが必要

接着
異種材料の接合
低温での作業が可能
応力の分散が可能
気密性の確保が可能
絶縁性

耐熱性の限界
取り外しが困難
硬化に時間が必要

▼ 接合方法の比較

接着接合下地アルマイト表面電子顕微鏡写真

接着接合下地アルマイト表面のナノオーダーの凹凸がくさびとなり、
樹脂や塗膜との密着性を向上させ、異種材料との接着強度を２倍に
向上させることができます。
また、一般のアルマイト皮膜や化成皮膜も下地処理として利用されて
いますが、使用温度や湿度によって皮膜が経時変化しやすく、品質が
安定しない問題が常に存在しました。
接着接合下地アルマイトは一般の下地処理と比べて接着強度が大きい
だけでなく経時変化が少ないため、信頼性の高い下地皮膜が得られる
ことが特徴です。

厚さ100μm のエポキシ樹脂を加圧成形により、樹脂
層厚 10mm まで積層したのち、90°方向に引剥がし
接着強さ（ピール強度）の測定を行った。 

接着接合下地アルマイトのナノオーダーの凹凸は陽極酸化で電気的
に制御しているため、ショットブラスト・レーザー・エッチングによ
る機械的な粗面化では施工できない複雑形状・筒状部品の内面へ
の処理が可能。  また均一皮膜・高寸法精度が実現できます

耐熱クラックレスアルマイトと接着接合下地アルマイトの複
合皮膜です。
2種類の皮膜の特長を組み合わせることにより、
密着性・耐熱性・耐食性・絶縁性の向上が可能になります。
 
→ 高温下でもAl 素材と皮膜の密着強度の信頼性が向上
→ 絶縁用途では耐熱クラックレス層を厚くすることで放熱を
妨害する絶縁樹脂層を薄くできるため、トータルでコス
トダウンと放熱性向上が見込めます

硬質カラーアルマイト ／ 多色・調色・再現性技術
色再現性の高いカラーアルマイト

硬質カラーアルマイト

カラーアルマイト
皮膜の表面硬さ HV

東栄電化工業
カラーアルマイト 320～380

一般カラーアルマイト 130～230

寸法変化がない寸法精度管理技術　～フィニッシュゼロ±0μm仕上げ

部品間色合わせ技術調色技術

ロット内だけでなくロット間で同じ色を再現する技術

高耐磨耗性カラーアルマイト

寸法精度管理技術

寸法精度管理技術  フィニッシュゼロ

基本３６色 ×４種類の表面仕上げ（通常、梨地、艶消、
光沢）の１４４パターンが標準です。
また、お客様に見本を用意していただければ、それに合
わせたカラー、艶、シボ（表面の細かな凹凸）に合わせる
ことが可能です（コーポレートカラー、徽章、パントーン）
アクセサリー・アート素材としても高評価をいただい
ています。

当社独自の管理方法、色合わせ技術により、部品
間のばらつきが少ないだけでなく、ロット内・ロット
間のばらつきがほとんどないため、市販製品として
10 年以上にわたり同じ色でご購入いただいている
部品もあります。
プラスチックや塗装カラー部品よりも傷に強く環境
にやさしい高寿命なカラーアルマイトで置き換え
ることで、お客様の省コスト、SDGs に活用いただ
けます。

さらに硬い皮膜が必要な場合、当社の硬質カラーアルマイトをお薦めします。一般的に硬質アルマイトを
染色すると、硬質皮膜自体が茶色く自然発色し、アルミニウム本来のきれいな金属光沢が失われます。
しかし当社の硬質カラーアルマイトであれば美しい光輝面を保持しつつ、HV350 程度の硬さを得る
ことが出来ます。

光学機器精密部品に不可欠な、寸法精度管理もお任せください
アルマイト皮膜生成による寸法増加と、艶消し（溶解反応）による寸法
減少を、厳密な生産条件管理により相殺し、もとの製品と同じ寸法
に仕上げることができます
正確な寸法精度管理と、均一で強いマット感のある艶消し黒アル
マイトは、国内全ての高級カメラメーカーに採用されており、日本一の
技術と品質であると自負しています。（令和 6 年現在）
カメラだけでなく、センサー・光源装置・検査機器・測定機器
などの精密機器部品にも最適です。

独自開発の陽極酸化条件により、当社のカラー
アルマイトは一般のカラーアルマイトよりも皮膜
が硬く、傷防止や耐摩耗性を求められるお客様
に長年ご購入いただいています。
（材料にもよりますのでご相談ください）


